
2017年度 西ブロック地域リーグ開催要項 

主旨 この大会は少年少女たちがサッカーへの興味・関心を持ち、さらに技術の向上を図りながら身体を

鍛え、フェアプレーの精神を培い、正しく力強く生きる人間づくりを目指すものである。 

名称 京都サッカースポーツ少年団連盟 京都少年サッカーリーグ 

主管 京都サッカースポーツ少年団連盟 

大会形式 グループを構成し、総当たりのリーグ戦を行い順位を決定する。 

U-12前期・後期、U-11前期・後期、U-10でリーグ戦を行う。 

リーグ戦の結果により、入れ替えを行なう。 

競技時間 15分－5分－15分（30分ゲーム） 

競技場 ピッチサイズ（U-12/11:68ｍ×50ｍ、U-10:60ｍ×40ｍ）少年用ゴール 

（会場によりサイズがとれない場合は上記に近いものとする。） 

ペナルティーエリアは 12ｍ、ゴールエリアは 4ｍとし、センターサークルは U-12/11半径 7ｍ、 

U-10半径 6ｍ、コーナーアークは半径 1ｍ、ペナルティーマークは 8ｍとする。 

タッチラインのハーフウェーに 6ｍの交代ゾーンを設ける（ハーフウェーを挟んで 3ｍずつ） 

競技規則 ①2017 京都サッカースポーツ少年団連盟京都サッカーリーグ開催共通実施要項及びハンドブック

を適用する。 

②1チームのエントリー人数は 8名～30名までとする。なお、移籍や追加選手は 10名まで認める。

ただし、その都度、競技委員長に申請する事。 

③競技人数は 8人制とする。 

④選手証の携帯を義務付ける。メンバー表と同様、試合開始の 30 分前までに本部に提示し、指示

を受けてチェックを受ける。（選手証の提示がなき場合は出場できない。1選手 1日 1回） 

⑤試合不成立について 

・試合開始時にメンバーが 8名に満たない場合は不成立とする。 

・試合中に 6名未満となった場合は不正立とする。 

・試合不成立の場合は 0対 5で処理する 

⑥競技者が退場を命じられた場合は、交代要員の中から補充する事が出来る。 

⑦使用球は 4号球とする。 

⑧順位の決定について 

・リーグは勝ち点制（勝ち 3、引き分け 1、負け 0）とする。 

・勝ち点が同じ場合は得失点差、総得点、対戦成績、抽選とする。 

⑨選手の交代について 

・登録エントリー内でメンバー表記載の交代要員で交代出来る事とする。 

・交代は自由な交代を適用する。 

・一度退いた競技者も再び出場出来、何回でも交代可能とする。 

・交代選手は交代ゾーン内でインプレー、アウトオブプレー中に関わらずに行う事が出来る。GK

の交代に関してはアウトオブプレーの際に主審の許可を得て行う。 

⑩大会で試合途中に悪天候・落雷等による中止の場合、次回開催方法について前半、後半に関わら



ず、中断した時点からの再試合とする。 

⑪本大会中警告を 2回受けた選手は次の 1試合を出場停止とする。但し、受けた警告数はその期で

終わる。 

⑫本大会中退場を命じられた選手は次の１試合を出場停止とする。試合中に別の選手を補充出来る。

以降の出場については、大会規律委員会で決定する。 
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〔 大西 邦彦 ・ 栗田 槙也 ・ 小出 英之 ・ 担当支部長 ・ 競技委員長 〕 

をもって構成する。 

 

⑬日程シードについて 

・学校行事他、チームの諸事情により試合当日にエントリーされた選手が 10 名以下となる場合は

日程シードを申請することができる。その場合は事業委員長に承認を受ける。 

・日程シード許可申請書を競技委員長へ提出する事 

・申請チームは、会場・日程の調整をし、迅速に試合を消化する事（会場費・役員費・審判費はブ

ロック負担とする。なお会場費に石灰パウダー費を含む） 

⑭審判について 

・主審のみの 1名審判制を適用する。補助審判委員を 1名置くこととする。 

・審判証の携帯を義務付ける。選手同様、試合開始前に本部に提示し、指示を受けてチェックを受

ける。（審判証の提示がなき場合は審判員として認められない。1日 1回） 

・審判割当については、各ブロック表にもとづく。 

⑮ユニホームについて 

・アンダーシャツを着用する場合は、シャツの主たる色と同色とする。 

・アンダーショーツおよびタイツは、ショーツの主たる色、または、ショーツの裾の部分と同じ色

でなければならない。同一チームの競技者が着用する場合は、同色のものとする。 

・テープ・アンクルガードなどをソックスの外部に着用する場合、着用する部分のソックスと同色

でなければいけない。 

・ゴールキーパーは基本用具として、トラックスーツ（ジャージー）のパンツをはくことが出来る。 

⑯飲水タイム・クーリングブレイクについて 

・本部の判断にて飲水タイム、もしくはクーリングブレイクを行う。 

・噴霧器の使用を認める。 

・飲水タイム: アディショナルタイムを取らず、迅速に済ませて戻れるように実施する。 

・クーリングブレイク: アディショナルタイム前後半各 3分間とり、選手・主審は日陰に入り飲水

および身体を冷やし休息をとる。3分経過後、試合をただちに再開できるよう迅速に実施する。 

その他 * 大会期間中の疾病、怪我については各チームにて対応ください。 

* 第 1試合 30分前に選手証の確認を行います。 

* 選手は試合開始 5分前にはピッチサイドに準備を終えて待機してください。 

* 主審、予備審は自チーム試合終了 5分前には準備を行って待機してください。 

* 第 1試合チームが準備（試合開始 1時間 15分前）、最終試合チームが後片付けとする。 

* 試合終了後のベンチ挨拶は、無し、と致します。 


